
第８号様式（第１３条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
岐　阜　県　知　事　　様
	住　　　　所
	

	名　　　　称
	

	代表者職氏名
	

	担当者職氏名
	

	連　絡　先
	


　　　　年度岐阜県の伝統的工芸品導入支援補助金実績報告書
  　　年　　月　　日付け　第　　　号で交付決定のあった標記補助金に係る事業を　　年　月　　日付けで完了しましたので、次の書類を添えて報告します。

記
（１）　補助事業に要した経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
（２）　補助金の額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
（３）　補助事業完了年月日　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
添付書類
　１　事業実績報告書（別紙１）

　　　２　事業完了を証明する以下の画像
　　　　　・取得した工芸品の設置状況や内装材等への導入状況
　　　　　・自社ホームページ、案内表示等による発信状況
　　　３　支払関係書類の写し
　　　４　取得した工芸品の製造者が分かる書類（３に記載されている場合は不要）
別紙１
事業実績報告書
　　
１　申請事業者の概要

	申請者の名称
	

	代表者の役職・氏名
	

	所在地
	

	電話番号
	
	郵便番号
	

	ホームページアドレス
	

	担当者の役職・氏名
	

	担当者の電話番号
	

	担当者のe-mail
	

	従業員数又は構成員数
	

	業種及び主たる事業
	


２　事業の実施期間
　　着手年月日：　　　　年　　月　　日

完了年月日：　　　　年　　月　　日

３　補助事業の内容

	事業区分


	※該当する事業に☑してください。

□展示のための岐阜県の伝統的工芸品購入事業
□建物等の内装等に用いる岐阜県の伝統的工芸品導入事業
	

	導入する伝統的工芸品名（品目・製造者）
	
	

	事業内容
	
	

	事業の実施場所
	（住所）
（具体的実施場所）
	

	補助事業の必要性、期待されるＰＲ効果
	
	

	補助事業者が行う伝統的工芸品等に関する情報発信
	
	


４　収支計画

（１）収入の部 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	区　　分
	金　　額
	調　達　先
	備　　考

	県補助金
	㋒
	岐阜県
	

	自己資金
	
	
	

	借入金
	
	
	

	その他
	
	
	

	合　　計
	㋐
	
	


（２）支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事業区分
	経費区分
	補助事業に
要する経費
	補助対象経費
	積算の内訳

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	合　　計
	―
	㋐

	㋑

	―


注１．「事業区分」は、要綱別表に定める「補助事業」欄の項目を記入すること。

注２．「経費区分」は、要綱別表に定める「補助対象経費」欄を参考に経費の内訳を記入すること。
注３． 「補助対象経費」欄には、「補助事業に要する経費」のうち補助金の交付の対象となる経費について、消費税額及び地方消費税額を控除した金額を記入すること。

（３）補助金交付申請額計算書（補助金交付申請額は、千円未満切捨て）
	補助対象経費　㋑

	　　　　　　円


	補助金交付申請額　㋒

	　　　　千円


×　１／２　＝　
※展示のための岐阜県の伝統的工芸品購入事業：補助上限１，０００千円、下限３００千円
※建物等の内装等に用いる岐阜県の伝統的工芸品導入事業：補助上限３，０００千円
